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たいするLD50が高槻系 イエバエの原系のそれとお

なじであるかどうかあきらかでない.しかし長沢2)

によると化学研兜所から分設された高槻系イエバエ

は2,3の研兜依田で, しば らくするとDDTにた

いして抵抗性を増してきたといわれる.従って,高槻

系イエバエは欧米のイエバエ M.domesLicadomes･

iicaよりもDDT にたいして強い生理的品種だとし

ても,安打1㌔)および山崎 ･檎橋ユ)が強調するほどDDT

にたいして強いものとはかんがえられない.そして当

所で飼育されている高槻系イエバエの成虫を DDTで

淘汰すると,わずか6世代でいちぢるしく紙抗性を増

加し,以後はほぼ平衡に達し,平衡に透した世代の致

死率は安富1,6)の報岱した高槻系イエバエのそれに酷

似しており,安富4,5)によって報告された高槻系イエ

バエはさらに bDTで淘汰をくりかえしても抵抗性は

さほど放くならないので,安田の飼育している高槻系

イエバエは DDTにたいして感受性のつよい個体iffか
らDDTによって軸汰され.ほぼ平衡に述した胴体が
であるとかんがえた方が安当のようである,

M.fJomesticL7domesLicaの DDT抵抗性は初め

の約30Lは代は徐々に増加し,紬汰柴垣は当初の約10倍

税収になるが,つぎの10脚 eで抵抗性の増加は急速と

なり約100LilI･という拭い抵抗性をしめすようになると

いわれる1).7';槻系イエバエの DDT抵抗性増大の様

式は At.d.domesticaのそれといちぢるしくことな

る.なJJl,DDT抵抗性の安定性およびほかの殺虫剤

にたいする交叉航抗性などについては別の機会にゆず

りたい.

要 ` 約

7:有税系イエバエ (9,9'-DDTの LD6.は ♀10.Or/

fly,令4.2γ/fly)の成虫を10-30%程度の生存率が

えられる兆丘の9,9'-I)DTで淘汰したところ,雌雄と

もに抵抗性を増加した.FBで雌1匹あたり60-100T

で30-40%の致死率しか しめさないようになった.

これは安富5)によって "高槻系イエバエは もともと

p,p'-DDTに強い生理的品位であった"とされた根拠

となっている致死率によく一致する.雄もF｡でかな
りの抵抗性を増加した.

末文ながら,本研究をおこなうにあたり御指村と御

校閲を賜わったイハラ濃集研究所の長沢純夫博士に解

くお礼を巾しあげる.
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R由um占

ThedevelopmentofDDT-resistanceinthe

so･called"Takatsuki"strainofthehousefly,
MuscadomesEica viciTlaMacquardt,was ex･

aminedusingtheflieswhichhavebeenreared

atthelharaAgriculturalChemicalsInstitute

forsomeyearswithoutanyintentionalinsectト

cidepressure.

BeforetheDDT-pressure,theLD600fthis

strainforp,?I-I)DTwaslO･Or/辛whenitwas
appliedtopicallylnaCetOnetOthenotum.

WithDDT-pressureforsixgenerations,I)DT-

resistancedevelopedtotheextentthatthe

maximummortalitydoesnotexceed40,00'with

dosagesmorethan60γ.

JointToxicActionofHixture80fMahthion,DimethoateandI)ibromtoAdlllt80fthe

CommonⅡOtlSeFly,MuBCadomeBtZ'cavicJ'na.StudiesontheBiologicalAssayofInsecticides.

XLI. SumioNAOAŜWAandYoshifuyuTsURUOK̂ (ⅠharaAgriculturalChemicalsInstitute,
Simizu).ReceivedÅug.1,1962.Bolyu･Kagcku,27,78,1962.(withEnglishr6sum6,81).

13. イエバエに対する malathion,dimethoateおよび Dibrom の連合作用毒性 裳'l山
剤の生物誠敗にLqする研死 節41拙 長沢純犬 ･松岡義冬 (イハラ出薬研究所)37.8.1受理

イエバェに対するmalathionとdimethoate,およびDibrom の連合作用詔性を縞下処班班に

よってしらべた. malathionに対するdimethoateの丑が増すにしたがって述合作川型式は,

synergism からantagonism に移行したが, その他には有意性がなく,similarjointactionと

考えられた.malathionに対するDibrom の塁を増した場合は.次郎にsynergism の度合を和人

し,出合比が57:43の場合にはその他に有意性がみられた.
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難物の如flJはイJ'効収の払化,～ll:柁'LILの節か苑,利川牡
の拡大など.抑々な り的な もっておこなわれ,てい71,
那,果rl山刑の瑚合もこの例外ではない.2相ないし放

印の慕'ldl剤を氾川する-川ま.すでにわが何では一･舵的

なこととなっている.しかしこれらの氾川は.イJ効収

のm火を目的とした場合だけでも一往々所Jglに反する

糾火が生来する1･,uETがなくもない.すなわち迎合作用
様式が桔抗的でなくても,相同的な ものである均合

は,その況FT]はあまり意味のあるものとはいえない.

一万,殺虫剤の迎合作用様式は昆虫の種軌 また系統

によってさえ,かなり興るものの様で,ひとつの額実

をもって広和田な推論をくわえるfliは不可経である.

これはいつに実験成約の災机にまつより仙なく,木田

はそのための小fl壬実を捉眺するfjfを目的に綴ったもの

である.

非文に入るにさきだち,tlE.拭昆山の飼Tfに助ノJせら

れた位両ちえ子雌に謝jQを-炎lる次Imである.

実験材料および方法

供試見出:この実験にもちいたイエバエは,1959咋

Table1. Dosage(FLg/fly)･mortality(%)of

51]にTIJ'(系統から分離したT.'.1槻系で._ti何mll1)占によ

りその幼山lPJを.砂州と水なもってそのJ戊山JgJを朗ff

した.卿 ヒ後4-5rTrlの仙附†陀川いた.
帆刑WJ:malathion,dimcthoatcI,･よぴ t)i･
brom は,すべてrcSearChgradeの.糊1な川いた.

火gMJ'は:ふたつの兆物の辿合作川様式が,11日tlWJ

なものであると仮定した拐合.況合剤の兆爪一致夕網;

rI二瓶1線は.関銭等刑の兆_fi1-致死率回帰線のTlfJに, 苛rLT.J

隅に配列される様,その混合比をえらぷ至Jは'l寺rJ策であ

る. ここで dimethoateが malathionよ り p倍

毒!3位が高い とす ると.dimethoateの薬包一致死率

回帰発射ま. malathionのそれよりlogpの距離だけ

左川にあるはずである.いま malathionと di-

methoateを 汀:(1-7r)の比率で混用した場合,も

し両者の迎合作FT]が相同的であるとし,Cを0と1の

TlrJの任,Qの数値であるとすると,混合剤の濃度一致死

畔Il-1lL-fl緑は malathionのそれよりOlogpの距離だ

け左にある71はなる.すなわち,

logf7r+p(1-7r))-0logp

の凹旅がえられ,これから

femaleadultsofthecommonhousefly,
MuscadolneSlicavicinaMacquardt,formalathion,dimethoateand_theirmixturesapplied

topicallyinacetone. Characteristicsofdosage-mortalityregressionlinesandx2-test

forcomparlngtheresultsofobservationwithcomputedcurves.
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Table2. Dosage(/Lg/fly)-mortality(%)offema.1eadultsofthecommonhousefly,
MuscadomesLicavicir.aMacquardt,formalathion,DibromandtheirmiXturesapplied
topicallyinacetone. Characteristicsofdosage･mortalityregressionlinesandx2-test
forcomparingtheresultsofobservationwithcomputedcurves.

汀=旦IPO-
β-1

となyL).Finney2)は pとCの数他をもととして,こ

の式からその氾合比を百分串iをもって-il示している.

dimethoateの malathionに対する βの伯とDi･

brom の malathionに対する pの他とは,ひとしく

ないが,本実験では両者とも同様,その混合割合は

Finncyの-Rから95:5,83:17,57:43の3例を

えらんだ.

火映にI･nしては,脱酸ガスで麻酔して雌だけをえら

び,40凹州 晩を lttfとして,唱径 9cm,高さ5cm

のガラス4'}<掛こ入れ,約五をかぶせてその上田から稀

釈咋乳を脱旧約にひたしてあたえた.24相川後.抜髄

ガスで朽JA:ll吐く麻即し,この際正肝eない仰淋 はすて
た.これに micrometerdrivensyringeを用いてそ

の胸背空馴こ兆紋を1桐作あたり約 1FLlづつ処FJlした.

再びもとの容掛こもどし,稀釈牛乳をあたえて24柑''lJ
放超した後,死虫数をかぞえた.飼育,突放はすべて

25oC,tg係湿度75%の環境条件下において行った.

実験結果と考察

火映の結果を表示すると･P,'1,2栽前半のごとくで,

80

プt,ビット班にもとづき計辞した非虫一致死ti･iL111線の
紙Ifiの数他と.突放†血と計印他のlL'iJの ‡2誠映o)Afl棚
をしめしたのが･Bl,2衣紋半の数値である.･ml,2

=iiにえられた結淋こもとずいて計許された兆出一致兆

串回付線の平行性に関する x2試奴を行った紙脚ま,

いづれの回帰線の仙こおいてもそのILEJの丑に n-1,

P,-0.05において有意性がみとめられず,平行とIyjl
える!liが可能である.そこで combinedbeを川いて

それぞれの回帰屯線の方程式を計許しなおすと,茄3

髭,･第2欄の回帰方程式がえられる. malathionと

dimethoate,宮たは malathionとDibrom の氾川

は相同的にはたらくと仮定した場合,理論的にルjfSさ

れるEilJJtAll方程式を･m3欄にしめした.戯2欄の火映式

と･XS3欄のBJi諭式から

A.-a3-01-blog(7rl-P7r2)

をもとめると,これが迎合仲川の尺度であって,0は

similarjointactionをホし,このf'J.の他は antago･
nism を,正の旭は synergism をしめす こととな

ち.

Malathionとdimethoateとの氾用の場合は,

malathionに対する dimethoatea)畠が増加するに

したがって synergism からantagonism に うつる
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Table3. Jointtoxicactionofma]athion,dimethoate andDibromtofemaleadultsof

thecommonhouseflyappliedtopicallylnaCetOne.

帆r'･)をしめす. しかし AB/VV(石デによって検定L

た他は,いづれも1.97より小で.イi謡性がみとめられ

ない.よって両者のイエバエに対する迎合作用i!1性は

similarであると紙.諭される.

一方 malathionとDibrom の況用の場合は,

malathionに対するDibrom の丘が糊 け るにし'た

がって synergisticの帆~lLl]を増し,57:43の況合比

においては A.の伯に有意性がみとめられた.ゆえに

malathionに対する Dibrom の虫がさらに糊加した

場合には,なお大きい Synergism が見,rlは れるかも

しれない.

摘 要

1)Malathionに対する dimethoateおよび Di-

bromの迎合作川iU陸を,市城系イエバエを用いて 滴

下処班はにより火映検討した. 2)malathionとdi･

methoateのrI'iJの迎合作川は similarであった. 3)
malathionに対する Dibrom の壬誌が脚すにしたがっ
て synergismの度合を増大し,混合比が 57:43の拐

令のl山こは,桃.汁学的に有志性がみとめられた.
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RE8um6

similarjointtoxicactionwasobtainedinthe

95:5,83:17and57:43mixturesbetweenmala･

thionanddimethoatewhentheywereapplied

topicallytoadultsofthecommonhousefly,
MuscEldomcsticavicina.Jointtoxicactionbe･

tweenmalathionandDibrom wasincreasedac･

Cor°ingtothedecreaseofrelativequantityof

malathiontoDibrom.SynerglSmObtainedinthe

57:43mixturebetweenmalathionandDibrom

wasstatisticallyslgnificant.
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14. =カメイチュウのパラチオンに対する抵抗性 Ji削 ･-;三郎 (E3.13技術研兜1m ･･3PJlld山部)
37.8.171PI!

仝l!1各地から採Llル たこカメイチュウのパラチオンに対する抵抗力の変動を調べ, この出抗力の
変動が過去におけるパラチオンの依用状態に関連したパラチオン抵抗性の変化であるか石かを検討

した.

1960年の2化期に,香川県与北と静岡県安東から採柴した両個体群のパラチオンに対する抵抗力

を鉢試験で比較したが,前者の抵抗力は後者より約5倍故かっだ.
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